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＜連絡事項＞
・退院が決まったら、各受持ちスタッフはサマリーなど必要な書類を管理者へ提出し、確認して貰って下さい。
・抑制帯の管理について、各スタッフ全員が意識するよう心がけて下さい。
＜患者様連絡事項＞
・福田　りわ様～右鼠径部に糜爛あり、主治医へ報告しています。エキザルベ1本処方です。また、5/14まで処置の指示があります。
・苫米地　正義様～5/13(水)16時から、妻様と主治医電話面談の予定でしたが、妻様が喘息発作の悪化の為、先生からの説明が頭に入っていくか不安との事で、長女様(はたの　ひろえ様(090-7793-0286))へ電話をかけてほしいと連絡が、大川SWより連絡があります。面談の結果は、長女様より妻様へ後に連絡するとの事です。
・小笠原　正成様～5/17(日)10時30分に退院の希望の電話がありました。主治医出勤時に確認し、初外来日など調整していきます。
・大澤　廣子様～食事摂取量少なく、主治医へ報告し、点滴1本処方となっています。
また、下前歯4本が内側へ曲がっている為、折れて誤嚥の危険性があります。ご家族様へ歯科受診について、説明し了承済み。歯科予約済みです。

・大久保　須美子様～便秘時のIFオーダ追加となり、ピコスルファートナトリウム1本処方となっています。
＜船場Dr診察＞
・甲地　茂子様～亜鉛：47μｇ/dl、Hb：12g/dl➝7.8g/dlへと低下はありますが、ALBが低値の為、薬剤投与しても回復が見込めるかどうかとの事で一旦保留です。 薬剤投与や治療の為、腸内細菌叢を善玉菌に保持しておく必要がある為、ミヤBM（1g）6P　3×ndEで本日昼から再開の指示あり、7日分処方となります。
・川守田　義雄様～本日、排便-14日目です。腹部は平坦・軟だが、右下腹部一部、やや硬く、軽度の圧痛があります。聴診上、かるい腸グルが右下腹部にあります。おそらく大腸憩室炎＋限局性腹膜炎を繰り返している事から、炎症終息時の瘢痕狭窄をきたしている可能性があります。今後も保存的な治療が必要との事です。食事は、低残渣食継続です。便秘が続くようであれば、センナリドではなくピコスルファートナトリウムでとの事で、IFオーダ追加（ピコスルファートナトリウム10滴＋水100mlの内服）となり、1本処方となっています。ピコスルファートナトリウムは増減せず、10滴のままでとの事です。
＜馬渡Dr診察＞
・山地　壽々子様、小笠原　聖八様、服部　英喜様、清川　恵様、大渡　勝男様、
本堂　秀夫様～同内容にて臨時薬7日分処方となります。
＜要注目患者様＞
・甲地　茂子様～バイタルサインの異常はありません。排泄時に水様便を確認しています。
・服部　智子様～本日の食事の摂取は問題なく出来ています。体操の促しにて参加しますが、椅子に座ると眠気が来るとの事で寝る様子が見られています。
・川守田　義雄様～本日、排便-14日目です。腹痛の訴えはありません。食事は各食全量摂取しています。
・工藤　町子様～本日、収集行為はありません。
・田中　稔美様～易怒性なく、落ち着いて過ごされています。
・奥瀬　一彦様～他者の車椅子を押す行為があります。徘徊、他室侵入を繰り返しており、
介入を要しています。
・大渡　勝男様～徘徊、他室侵入を繰り返しています。介入に対する易怒性はありません。
食事の際、立ち歩きありません。
・和田　正義様～傾眠傾向で経過しています。スタッフの声掛けには、穏やかに返答されています。
・大澤　廣子様～本日の食事摂取量は、介助にて朝：数口、昼：1/3摂取しています。服薬は出来ています。移乗時、粗暴性が見られています。意識レベルの低下はありません。口腔内が黒色になっており、口腔ケア施行しています。
・助川　節子様～問題行動なく過ごされています。食事の際、自力で摂取できています。
・中市　正治様～本日、排便-4日目ですが、10時・昼食前に排便(水様便)があります。嘔吐、吐き気があります。食事は、朝：1/2、昼：1/4摂取しています。

・苫米地　正義様～朝食前の血糖値は79㎎/dlの為、低血糖症状の応急処置フローチャートに従い、ブドウ糖50%PL　20mlを内服しています。その後再度測定すると血糖値102㎎/dl、低血糖症状はありません。
・清川　恵様～昨夜不穏時を服薬していますが、その後休まされています。日中は詰所に入ってくる様子があり介入しています。易怒性はないです。

